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エゾエノキは集果が容易

原 松 次

果実は小枝につい たまま晩秋一斉に落Fす る

ので必要があればそれを拾えばよい。南31条 西

11丁 目(石 山通 り)に は 目通 りの直径大 きい も

ので約60Clnを 含 め10本 ほ どの木があ り、その ド

にはあ ちこち小 苗 も生 えてい る。 一・向に見栄 え

が しない花で はあ るが そのさか りは開葉始 めと

同時の5月10日 頃 であ る。成熟 につれ緑か ら黒

へ と色変 りす る、 その 果実の落 ちざまを確め た

くなりそ こを尋ねた。60年11月11日 で あ る。 そ

れ らの樹冠は枯葉で彩 られてい るか またはすで

に丸坊主で、それ らには果実が全 く見当らない。

おか しいそとつぶや きなが ら歩みよ った。 ふ と

気付 くと踏 み しめてい る芝生 の中に枯 葉と実を

つけた小枝が無数散 らば っていた。 このとき初

め て本種 もケヤキ(道 内に自生 はない)同 様 落

枝す ることを知 った。落枝 は一一般 に当年枝 で基

部にで きた離層か らおちてお り長 さ5一 一10cm、

着 果1～4個 、 径約8㎜ の球形、果肉はやや ††

く食用 とな る。 ここの ものは61年 度は前年 に反

しほ とんど開花 しなか った。 も し隔年であれば

今年は花を見るであろ う。エ ゾエノキは全国に

分布するとの ことで、道内では 日本海側 を北L

し空知 が北限 であろ うか。岩見沢市志 文の市の

自然保護地区(辻 村氏宅)に は径60cmほ どの大

木1本 が ある。大木 といえば3年 前松 前町のと

ある鎮守の森で 出会 ったご神木 は実 に堂 々たる

もので90cmに も達 していた。蝶マニアに人気が

あ るオオ ムラサ キ(私 はまだ知 らない)は クヌ

ギの葉 も食べ るという。 クヌギの実は 「どん ぐ

りころころ」の竜謡で有名なように球形のため、

ミズナ ラなど とは違い どの方向へ も自由に転が

す ことができ る。 これは岩 手あた りが北限 との

ことであるが道 庁、札幌駅北日近 く、中央区役

所 裏などあ ちこちに植栽の大木がそびえ立 って

いる。 しか し花は 立派 に咲 くが温度不足のため

か結実で きないよ うであ る。

ビロー ドホオズキの実は うまい

60年8月28日 サ ークル仲間 と歩いている とき

真駒内柏 斤の 草っ原で淡黄色の花を ドげた 一種

の ホオ ズキを見た。初 ものである。小株 は直立

だが大 きいのはほ伏状 で茎長100cmも あ る。全

体 に軟 毛密生、雄 しべの花糸が肥大 した黒紫色

でめだ った。長 く横 走 した地 ド茎がある、,帰宅

してみた文献で ブ ドウホオズキが似てはいたが

それ とは別だ。そこで帰 化植物 を研究 してお ら

れる浅井康宏 先生(東 京歯科大学)に お しばを

同封 お伺い した。折返 し先生 ご発表 の 「ホオ ズ

キ属の新外来品 につ いて」(植 物研究雑誌昭54

年9月)を いただ きこの 素性が はっきりした。

50年9月23B札 幌 真駒内で村尾 美智子 さんが採

集 した ものにつき同年原寛先生(東 大名誉教授。

61年9月 死去)が ビロー ドホ オズキ と命名され

た北 米原 産 のPhysalisheterophyllaで あ る。

ま た 米 名 はClammyground-cherryと の こ と 、

本 種 の い わ ゆ る ホ オ ズ キ は 大 き さ3～4cm、 中

に あ る 多 汁 の 果 実 は 径10mm位 、9月L中 旬 に 共

に 熟 し て 淡 黄 色 と な る 。 ア メ リ カ で は こ れ を 生

か鳳 碓 べるという・ 「芝騨 クランボー

にふさわ しく甘酸 っぱくてなかなかの味である。i

なお褐変す ると果柄 ごと自然 に落 ちる。小鳥が[

種 まきす るとみえ公園 を中心 とした真駒 内以外

石山、北区などに もあ る。
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ヌノフグ リ(本 紙1号P.2)は 私 の ミスl
I

61年5月 心待 ち して いた花 を見に行 ったら、

それは ピンクでな くて青色で した。軽卒で した。

そこで浅井先生を 再び煩わせ たところ、欧州原

産 のVeronicaopacaと の こ とで 、 このほ ど植

物研究雑誌62年1月 号 に"新 帰化植物ア レチ イ

ヌノフグ リ(新 称)に ついて"と して発表 され

ました。
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